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支　部　報　告

　　　　　　　　　　　東都・京星會だより　（9月）

　京都の若い同好者の熱と意氣によって結成されてみる京星會は，本月より第

4年度に入り新進の幹事を加へ，相攣らす元氣な動きを績けてるる．

　O第4年度三下　8日夜帝大樂友會館に定時総門を開催．役員改任，會務會計報

告等の議事を簡明に濟ませ，後はお茶とお菓子の和やかな懇親會に移り，會の

天丈爲手帳や新刊書を見たり，天罷i撮影の話や軌道論まで飛出して愉快に一夕

を過した．

O國防献金天眼観望會　肚會教育事業として毎年秋季に催す事になってみる観

望會を，本年は

時局に慮じて國

防献金天艦槻弓

會として12日園

山公園で開催．

（11日は雨天の

爲中止．）11糎反

射8糎屈折共他

5機を用ひ月，

火星，木星，：1：　　　　観望倉を終へて　多大の成果か納め大満州の幹部蓮

星等の勢望を公開したが，折々雲の掛る室模様ながら1000名を越す輝国者で賑

ひ，用意された星座圖入のビラ，解設付目の鴇眞，會リブレット等の印刷物1500

枚が杢三巴誰し，有志者の献金は閉門まで3時闇の聞に15圓50鑓に建し大盛況

であった．同献金は全額を出征軍人家族慰檀金として翌朝京都市へ寄託した．

O機關誌「星光」會と會員に關する報道機關誌である「星光」の第3號は，窓

頭に時局に封ずる會の態度を述べ，第3年度の諸報告並びに第4年度の豫定を掲

栽，會員名簿を附けて1日に島島された．

　O天女急報「回報」　本月申に畿行された「回報」は，諸事業開催通知及び新星

磯見，彗星位置豫報等で，第22號より第26號までN“あった．
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　　　　　　　　　　　満　　　洲　　　支　　　部　　　逼　　　信　　　（12．8－9）

　囹天文普及會大蓮ヤマト・ホテルとの共同主催に依る天文普及會は，本月に

入り燈火管制も解除せられ大V・に七二が上る．7月及8月にて通計1030名に上る

多入撒の観覧者を出した．（ホテル・ル・一・・フ・ガーデン入場者の約3割）

　8月13日星ケ浦家族會館に継て通俗講演會を催し浸．15名の小人数であった

が，實にまとまった會合であった．

　囹申駄の名月観覚會　8月18日午後7時よりヤマト・ホテル・ル1フガ1ヂンに於

て大毎大蓮支局及山葉洋行後援，ヤマト・ホテルと共同主催の下に観賞會を行

ふ．7時30分河合孝一・rtの“月に封ずるお話”に始まり，観衆一同と共に月見團

子を食べ乍ら月にあこがれ，或は望遠鏡を通じ或ひは肉眼にて，大都の地上百

尺にて，ネオンサインを下に見て心ゆく迄月を観賞す．

　この局恋する者100名，幹事私有望遠鏡92m／m反射及42m／。、屈折にて槻賞す．

　囹麦部雑誌護行準備　　9月20日幹事宅に着て支部役員愈を開催今後の護展にづ

き協議す．

　1・曲部難誌紀行の件　中絶の支部報を再刊し眼よりの教育にっき．協議す．

2・大蓮市内各外罰への進出　市内蝦錠當局者と蓮絡し學生に封し普及をはかる

．～二と．

3・奥地吐出の件　大蓮市を基黙とし先づ奉天・新京熊鷹賓・吉林・安東に向け

進出することに決定．（來年初頭より開始の豫定）

　愈々冬迫るの感深くし，天文並及も第二段となる．

　冬迫るとの感に北支にはた亦中薬に活躍する皇軍の勢苦をしのびてあまt）あ

ることを感じます．

　例により會員の方で渡満の折は御一報を．（12・　9・28・志龍志気）

　静岡　よ　り

　静岡門門島町では大石辰次氏を中心とする同好者によって，9月13日夜國防献

金天謄観望會を開催雨後の快晴に恵まれ，5・5糎，5糎4糎の壕の屈折沈下境

によって木星を槻望，東朝，東日各薪聞の磯表後援あり，國防献金2圓26鏡を

得，同地方に前例のなV・肚學であった．


